
生活様式が大きく変わったＪＡや組合員の皆さまに贈る日本農業新聞の

読みどころ集です。「この１週間を振り返る」ため週刊でお届けします。
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2021年度の補正予算

は、農林水産関係で

総額8,795億円を計上

しました。主食米から

麦・大豆や加工用米、

野菜などへの転作支

援策「水田リノベーショ

ン事業」（420億円）や

在庫米対策（ 165億

円）など米需給対策に

計904億円を確保。燃

料高騰対策としてヒー

トポンプの導入支援な

ど「産地生産基盤パ

ワーアップ事業」（310

億円）など、資材高騰

対策も盛り込みました。

（12/21付3面）

今週の記念日
★12月30日
「地下鉄記念
日」
1927年（昭

和２年）のこの
日、日本で初め
て地下鉄が東
京・上野～浅草
間２．２㌔で開
通したことに由
来します。
1925年９月

の工事開始か
ら２年３カ月で
完成しました。
この地下鉄は、
もの珍しさも
あって、この日
一日で10万人
に近い人が乗
車したとか。料
金は当時10銭
均一でした。

＜日本記念日協会から＞

政府は2022年度の農林水産

関係予算の総額を２兆2,777

億円とする方針を固めました。

「みどりの食料システム戦略」

関連予算を71億円確保。行

政手続きのデジタル支援など

は別途、デジタル庁の予算案

に207億円を計上しています。

米の需給調整として、水田活

用の直接支払い交付金に、

前年同額の3,050億円を計上。

24日に閣議決定します。

（12/23付1面）
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日本農業新聞 東北支所 （編集担当記者） 音道 洋範
もういくつ寝るとお正月。我が家では多分に漏れず鏡餅を供える風習があります。仏壇
と数カ所の神棚に加え、なぜかトラクターや農機具庫、米の貯蔵庫、自動車（車庫）にま
で供える風習があります。他の家でもトラクターにまで供えるのでしょうか？ 大みそか
の夕暮れ時、外には雪が積もり気温はすでに氷点下。家をぐるりと一周して供える作業
はそれなりに大変なのですが、それが終わるとごちそうと年越しが待っています。

政府・自民党は人・農地関連施策の見

直し方針を決めました。人口減少を見

据えて農地利用の将来像を描く「人・

農地プラン」を法制化。10年後に目指

す農地利用の姿「目標地図」の策定を

促すのが柱です。農地中間管理機構

から転貸を集中的に実施。遊休農地や

所有者不明農地も、幅広く引き受ける

よう運用を見直します。 （12/22付３面）

新型コロナ禍による生活の変化を受け、仕

事として農業に興味を持つ人が増えてきて

います。農業で働きたい人が求人情報を探

すスマートフォンのアプリは、コロナ下で登録

者数が10倍に急増。このアプリはマイナビ農

業（東京）が2019年9月に始めた「農ｍｅｒｓ（ノ

ウマーズ）」。コロナ禍で仕事が減った飲食・

観光業などで働いていた人やリモートワーク

の普及に伴う生活の変化で、登録者は1万

5,600人に増えています。 （12/21付14面）

農地所有適格法人の出

資規制緩和を巡り、政

府・自民党は来年の通常

国会での法改正を見送る

方針を決めました。農業

者以外に議決権が移れ

ば、農業からの安易な撤

退や農地転用につながる

と懸念が強くあります。規

制改革推進会議は来年６

月に向け「引き続き検討」

する方針。（12/21付1面）


